
JP 2018-22013 A5 2019.8.15

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年8月15日(2019.8.15)

【公開番号】特開2018-22013(P2018-22013A)
【公開日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-005
【出願番号】特願2016-152566(P2016-152566)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/14     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0481   (2013.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５１０Ｍ
   Ｇ０６Ｆ    3/14     ３１０Ａ
   Ｇ０６Ｆ    3/0481   　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月28日(2019.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像データに基づく動画像を表示面に表示させる表示部と、
　前記表示面に対する指示体の操作を検出する操作検出部と、
　前記操作検出部により前記指示体の操作が検出された場合に、前記表示部が表示する前
記動画像の表示状態を静止させる制御部と、
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記表示部が前記動画像データに基づいて前記動画像を表示する状態で
、前記操作検出部により前記指示体の操作が検出された場合に、前記動画像の表示状態を
静止させて静止画像を前記表示部に表示させる、ことを特徴とする請求項１記載の表示装
置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記操作検出部により前記指示体の操作が検出された場合に、前記表示
部により表示中の前記動画像の静止画像を生成し、生成した前記静止画像を前記表示部に
より表示させる、ことを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示装置に前記動画像データを供給する外部の装置と通信を行うインターフェース
部を備え、
　前記制御部は、前記操作検出部により前記指示体の操作が検出された場合に、前記動画
像データの表示状態を静止させる指示を前記インターフェース部により送信する、ことを
特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の表示装置。
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【請求項５】
　前記制御部は、前記外部の装置から、前記動画像データの表示状態を静止させる前記指
示に対する応答が前記インターフェース部により受信されない場合に、前記表示部により
表示中の前記動画像の静止画像を生成し、生成した前記静止画像を前記表示部により表示
させる、ことを特徴とする請求項４記載の表示装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記操作検出部により検出される前記指示体の操作に基づいて描画画像
を生成し、生成した前記描画画像を前記表示部により表示させる、ことを特徴とする請求
項１から５のいずれかに記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示面には前記指示体の操作を検出する検出領域が設定され、
　前記制御部は、前記操作検出部により検出される前記検出領域での前記指示体の操作に
基づいて描画画像を生成し、生成した前記描画画像を前記表示部により表示させる、こと
を特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記操作検出部により検出される前記指示体の操作位置に基づき、前記
動画像の表示状態を静止させるか否かを判定する、ことを特徴とする請求項１から７のい
ずれかに記載の表示装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記操作検出部により検出された前記指示体の操作位置が、前記動画像
が表示される前記表示面の画像領域に対して予め設定された範囲内にある場合に、前記動
画像の表示状態を静止させる、ことを特徴とする請求項８記載の表示装置。
【請求項１０】
　動画像データを供給する供給装置と、前記供給装置から供給される前記動画像データに
基づく動画像を表示する表示装置とを備え、
　前記表示装置は、
　　前記動画像データに基づく動画像を表示面に表示させる表示部と、
　　前記表示面に対する指示体の操作を検出する操作検出部と、
　　前記操作検出部により前記指示体の操作が検出された場合に、前記表示部が表示する
前記動画像の表示状態を静止させる制御部と、
　を備えることを特徴とする表示システム。
【請求項１１】
　表示面に画像を表示させる表示部を備える表示装置の制御方法であって、
　前記表示面に動画像が表示された状態で、前記表示面に対する指示体の操作を検出する
ステップと、
　前記指示体の操作が検出された場合に、前記表示部が表示する前記動画像の表示状態を
静止させるステップと、
　を有することを特徴とする表示装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の表示装置の制御方法は、表示面に画像を表示させる表示部を備える表示装置の
制御方法であって、前記表示面に動画像が表示された状態で、前記表示面に対する指示体
の操作を検出するステップと、前記指示体の操作が検出された場合に、前記表示部が表示
する前記動画像の表示状態を静止させるステップと、を有することを特徴とする。
　本発明によれば、指示体の操作が検出されると、動画像の表示状態が静止される。従っ
て、表示面に表示された動画像に対して指示体により操作を行う場合の操作性を向上させ
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ることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　停止制御部２７５は、記憶部２６０から４頂点（Ｘ１，Ｙ１），（Ｘ２，Ｙ２），（Ｘ
３，Ｙ３），（Ｘ４，Ｙ４）の座標を取得し、取得した各座標に予め設定された値を加又
は減算して、操作検出領域１５を設定する。
　図３には、投射領域１０を示す４頂点の座標に、Ｘ軸方向α、Ｙ軸方向βを加算又は減
算して、操作検出領域１５を検出した場合を示す。例えば、投射領域１０が（Ｘ１，Ｙ１
），（Ｘ２，Ｙ２），（Ｘ３，Ｙ３），（Ｘ４，Ｙ４）である場合、操作検出領域１５は
、４頂点（Ｘ１－α，Ｙ１－β），（Ｘ２＋α，Ｙ２－β），（Ｘ３－α，Ｙ３＋β），
（Ｘ４＋α、Ｙ４＋β）を直線で結んだ範囲となる。


	header
	written-amendment

